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に仮説検定の考え方などが新設されるなど，表 1

の統計に関する内容や用語が，多く盛り込まれて

いる。

　それに伴い，新学習指導要領解説算数編，数学

編では，児童生徒に単なる知識及び技能だけでな

く，統計的データを批判的に考察し，判断する力

を身に付けるために，図１の統計的探究プロセス

１．はじめに

　高等学校では，2018 年３月告示（小・中学校

は前年に告示）の学習指導要領（以下，新学習指

導要領）が 2022 年度から年次進行で，中学校で

は 2021 年度から全面実施される。また，小学校

では，2020 年度から全面実施されている。

　この改訂では，小・中学校に，新領域「データ

の活用」として独立領域化され，高等学校の数学Ⅰ
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(1) 小学校
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(2) 中学校

注）記号 ※ は、新たに盛り込まれた内容や用語を表す。
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を意識した統計的な問題解決の方法が示されてお

り，統計教育の充実が図られた改訂といえよう。

 

文部科学省（2018）の高等学校数学Ⅰでは，次

のような具体例が挙げられている。

［途中省略］可能な範囲で具体的な問題の解決を

通して，このような統計的探究プロセスを経験さ

せるようにする。例えば，散布図及び相関係数を

学習することを踏まえ，問題場面に対する仮説を

立て，データを収集しその仮説を検証していく活

動（仮説検証型アプローチ）や，データを分析し，

これまでは気付いていなかった問題を発見し仮説

を形成する活動（仮説探索型アプローチ）を通し

て，問題の解決や改善を図るために，現状のデー

タの分布を望ましいと考える方向に変えるための

条件（要因）や改善策を探ることが考えられる。

その際，コンピュータなどの情報機器を積極的に

用いるなどする。　　

　なお，下線は，図１の実線と点線の矢印に対応

している。しかし，高等学校の多くの教員は，統

計的な問題解決活動の一つである統計的探究プロ

セスを指導したことがほとんどないことから，新

学習指導要領に対応した授業が思うように機能し

ないことが予想される。

　特に，教員は，統計的探究プロセスのうち，生

徒に統計的な仮説を設定させて，仮説を検証する

のに必要なデータの収集や分析方法などを計画さ

せてからデータを収集するといった図１の「P（問

題）→ P（計画）→ D（データ）」は，最も時間を要

する部分であり，教員の負担も大きいことから縮

約されて扱われる可能性がある。そのため，始め

から仮説の立てやすい問題を取り上げたり，簡単

にデータの収集ができる既存のデータを用いたり

して，「P（問題）→ P（計画）→ D（データ）」の部

分を簡略化するなどの工夫が必要である。

　これにより，教員は，負担なく統計的探究プロ

セスの指導ができるようになれば，新学習指導要

領に対応した授業の実現に近づくであろう。

　そこで，「P（問題）→ P（計画）→ D（データ）」

の部分を簡略化した統計的探究プロセスを意識し

た授業をめざすための教材を紹介する。

２．新型コロナウイルス感染者数のデータを活用

した教材の紹介

　まず，本教材では，教員や生徒にとって，国民

的関心事でもある新型コロナウイルス感染者数

（以下，感染者数）を題材として，問題や仮説を

容易に設定できるように，表 2 のデータをあら

かじめ用意しておくことにする 。表２は，３月

14 日から６月 19 日までに，新型コロナウイル

ス感染症の PCR 検査で陽性と判断された新規感

染者の１週間ごとの人数を地方別にまとめたもの

である。

※ 文部科学省（2018）より抜粋。下線は，著者による加筆

表 2　地方別の 1 週間の新規感染者数（人）

図１ 統計的探究プロセス
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図 3 １週間の 10 万人当たりの新規感染者数

(2) 教材２

P（問題）図３から，「新規感染者の多い北海道地

　方，関東地方，近畿地方以外の地方は，新規感

　染者数が時間とともにどのように広がってい

　るのか」という新たな問題を設定した。

P（計画）問題を調べるには，１週目の新規感染

　者数を基準にした各週目の新規感染者数の割

　合を比べてみる。

D（データ） 地方別の 1 週間の新規感染者数

A（分析）１週目の新規感染者数を基準にした各

　週目の新規感染者数の割合を折れ線グラフ（図

　４）で表して，各地の新規感染者数を分析して

　みる。

C（結論）図４から，新規感染者の多い地方から

　東北地方，中国地方へ感染者が移動したことに

　より新規感染者数が広がり，緊急非常事態宣言

　が発令 (4/7) された以降の 5/1 週目までは増加

　し，それ以降は地方への移動の自粛により，減

　少傾向が見られた。なお，中部地方，四国地方，

　九州地方は，顕著な変化が見られなかった。

図４　1 週目を基準にした新規感染者数の割合

また，本教材は，槇・中野ら（2020）を参考に

したものである。

(1) 教材１

P（問題）関東地方の感染者数が最も多く増え続

　けているという報道の信憑性を調べるために，

　「関東地方が最も新規感染者数が広がってい　

　という仮説を設定した。

P（計画）仮説を調べるには，あらかじめ用意し

　た表２の実数を 10 万人当たりの新規感染者数

　にして比べてみる。

D（データ）10 万人当たりの新規感染者数を求

　めるために，表３の地方別人口を用いる。

A（分析）表２の新規感染者数の棒グラフ（図２）

　と 10 万人当たりの新規感染者数の棒グラフ

　（図３）は，全く異なっており，両者を比較し

　て，関東地方が最も新規感染者数が広がってい

　ると結論付けてよいものか，各地方の人口に対

　する割合で考えるべきではないかと議論させて

　みる。

C（結論）図３から，関東地方以外に，北海道や

　近畿地方も新規感染者数が広がっていることか

　ら，仮説は正しいといえない結論が導かれる。

図 2　１週間の新規感染者数

る」

出典 人口推計（総務省統計局）, 都道府県，男女別人口及

び人口性比－総人口,日本人人口（2019年10月1日現在）

表３　地方別人口

（表２）

注）n/1 週目：n 週目 ÷1 週目，n=2,3,…,14
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(3) 教材３

P（問題）表２と表３から関東地方の感染者数と

　人口が多いことから「人口密度が高いほど，

　10 万人当たりの感染者数が多い」という仮説

　を設定した。

P（計画）仮説を調べるには，各都道府県別面積

　と各都道府県別人口のデータから各都道府県の

　人口密度を求める。そのデータと各都道府県の

　10 万人当たりの累積感染者数のデータから散

　布図と相関係数を求めて，２つの数量の関係を

　分析してみる。

D（データ）各都道府県の人口密度を求めるため

　に，国土地理院の令和元年全国都道府県市区町

　村別面積調（2019 年 10 月１日），総務省統計

　局の都道府県男女別人口及び人口性比―総人口，

　日本人人口（2019 年 10 月１日），厚生労働省

　報道発表の各都道府県の累積感染者数（2020

　年６月 19 日）のデータを収集する。

A（分析）図５の散布図では，東京都，大阪府，

　神奈川県が，他の値から極端にかけ離れており，

　「外れ値」と考えられる。これらの外れ値を散

　布図から除外せずに，その要因や背景を探るこ

　とに問題解決の手がかりを議論させてみる。例

　えば，東京都，大阪府，神奈川県などの高人口

　密度エリアは，他の県と比べて，交通量や人の

　行動範囲が広く，20 代から 40 代の年齢層が

　多く，人と接する機会が多いことが背景にある

　とすれば，交通量を減らし，在宅勤務という対

　策が見出せるという議論が予想できる。

C（結論）相関係数の結果 0.667 と散布図に含む

　外れ値に注目すれば，高人口密度エリアでは仮

　説が正しいといえる結論が導かれる。以上のこ

　とから本教材は，先に述べた文部科学省(2018)

　に沿った内容といえる。

　今回の散布図では，人口密度が 1000 人未満の

県が多いため，散布図内の点が重なりデータの傾

向が十分読み取れないといった議論も予想される。

その場合は，散布図を対数目盛で表すと，図６の

ように点の傾向が容易に読み取ることができる。

　　　　　　　　　　　点線は近似曲線

3．おわりに

　これからの統計教育は，各都道府県などの新規

感染者数の実データで比較している報道を鵜呑み

にすることなく，根拠に基づいてデータを批判的

に考察し，判断できる生徒を育成することであ

る。

　そのために，教員は，統計的探究プロセスを意

識した授業が重要となることから，統計指導を行

う上で，本教材を参考にして頂きたい。
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